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椎葉  淳 
論文審査の結果の要旨 
本論文は、非営利組織の行動要因ついて実証的に研究したものであり、非営利組織の財務構造が非営利組織の効率
性や成長にどのように影響を与えているのかを分析している。 
 序章では、非営利組織の経済理論と国内外の先行研究を示し、非営利組織の信頼性や継続性に対する指摘を踏まえ、
日本における非営利組織の経営分析における問題点を論じている。 
1章では、日本の市民活動の代表的な事例として、特定非営利活動法人（以下NPO法人）の現状と課題を概観し、地
域社会とNPO法人の関係を論じている。 
2章では、組織の成長性や収入の安定性に多様な財源が与える影響について、NPO法施行当初からのデータベースを
用いて、分析を行っている。その結果、事業収入が組織の成長に寄与し、会費や補助金などの財源多様化が収入の安
定性に寄与することが示されている。この結果から、NPO法人の持続的な財政基盤を確立するためには、寄付による資
金の好循環の構築と、組織が多様な財源にアクセスできる環境の整備が重要であることを指摘している。 
3章では、公的病院に対する公的資金の繰入金が、公的病院の経営効率性分析と収益性分析に与える影響について、
総務省『地方公営企業年鑑』の財務及び医療サービス等のデータを用いて、分析を行っている。特に、投資済み資産
の活用状況を考慮した実証分析の結果、病院規模によって効率値に与える影響が異なるという結果が示されている。
この結果から、地方自治体は各病院の役割や経営環境を十分に考慮した上で、繰入の妥当性を検討する必要性を指摘
している。 
4章では、公的病院の財務内容が、医療サービス・コストに与える影響について、因子分析により導出された8つの
指標を用いて、分析を行っている。その結果、深刻な医師不足による収益機会の逸失が財務を悪化させていることが
明らかとなった。また、その結果の頑健性と有用性を他の分析手法と比較して検証し、DEAと因子分析で得られる情報
は異なる可能性が示されている。この結果から、公的病院の財務と医療サービス・コストの関係性の評価には、多面
的な分析が必要であるという示唆も得ている。 
5章では、災害時に民間組織が共助社会で果たす役割を可視化すべく、東日本大震災において多様な民間組織を経由
した援助資金の流れを示す「援助資金マトリックス」を開発し提示している。その結果、従来、構造的な把握が難し
いとされてきた援助資金の流れを定量的に示したほか、市民が知り得ることが難しかった寄付の活用先や組織別の特
徴を理解するための手法を提供している。また、補足的に、多様な民間組織の支援活動の実態について、30以上の組
織と震災支援に関する基金のケーススタディーにより各分野における援助資金の特徴を調査している。  
終章では、上記分析を踏まえた政策提言、及び今後の非営利組織研究の方向性の展望をまとめている。 
本論文を通して、多様な非営利組織が社会に貢献するに際しての非営利組織の財務構造の課題と解決の方向性が明
らかとなった。非営利組織を取り巻く経営課題や政策的課題の改善がなされれば、非営利組織が政府、企業に続く第3
の経済主体としてサードセクターと共助社会の発展に寄与することが期待される。本論文は学術的貢献のみでなく、
科学的な政策デザインのためのevidenceの提供という意味でも貢献が期待される。 
 以上のとおり、本論文は、非営利組織の行動要因について実証分析を行った興味深い研究論文で、この分野の先行
研究を十分消化したうえで、適切かつ高度な計量経済分析によって信頼できる結果を得ており、この分野の研究に新
たな知見を加え、重要な学術的貢献をしているものと評価することができる。よって、審査委員会は一致して、この
学位請求論文が、博士（国際公共政策）の学位を授与するに十分値するものであると判断する。 
